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治
安
維
持
法
１
０
０
年
の
今
年
を

振
り
返
っ
て 府

本
部
会
長 

原
田 

完 

 

今
年
は
治
安
維
持
法
１
０
０
年
の

年
と
し
て
、
大
き
く
注
目
さ
れ
る
一

年
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
の
山
本
宣

治
墓
前
祭
を
始
め
、
倉
岡
愛
穂
墓
前

祭
、
細
井
和
喜
蔵
の
文
学
碑
建
立

等
々
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

国
賠
同
盟
京
都
府
本
部
と
し
て
は

７
月
２
５
日
に
念
願
の
「
レ
ジ
ス
タ

ン
ト
の
京
都
・
治
安
維
持
法
下
の
青

春
」
の
初
版
本
出
版
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
執
筆
に
は
井
口
先
生
、

岡
田
先
生
、
勝
村
先
生
、
本
庄
先
生

お
よ
び
国
賠
同
盟
京
都
府
本
部
の
メ

ン
バ
ー
が
関
わ
り
、
４
年
を
か
け
て

継
続
し
て
き
た
研
究
会
の
集
大
成
と

な
る
も
の
で
、
発
行
に
当
た
っ
て
は

荻
野
富
士
夫
小
樽
商
科
大
名
誉
教
授
、

穀
田
恵
二
前
衆
議
院
議
員
の
推
薦
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

８
月
に
開
か
れ
た
「
出
版
記
念
パ

ー
テ
ィ
ー
」
で
は
、
渡
辺
和
俊
・
日

本
共
産
党
京
都
府
委
員
長
、
れ
い
わ

新
選
組
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
も
言
わ

れ
て
い
た
松
尾
立
命
館
大
学
教
授
、

私
た
ち
の
運
動
と
少
し
距
離
が
あ
る

と
思
わ
れ
て
い
た
平
井
部
落
解
放
同

盟
京
都
府
連
委
員
長
、
倉
林
明
子
前

参
議
院
議
員
、
穀
田
恵
二
前
衆
議
院

議
員
、
そ
の
ほ
か
研
究
者
や
学
識
経

験
者
、各
団
体
、個
人
の
多
く
の
方
々

か
ら
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
、
私

た
ち
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
へ
の
激

励
と
期
待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

治
安
維
持
法
１
０
０
年
の
今
年
は

国
賠
同
盟
の
全
国
方
針
と
し
て
、
市

民
と
の
共
同
し
た
大
規
模
な
市
民
集

会
の
開
催
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
京

都
府
本
部
で
は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
交
流

会
開
催
担
当
県
と
し
て
、
９
月
に
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
と
リ
ン
ク
し
た
講

演
会
「
治
安
維
持
法
１
０
０
年
を
問

う
・
も
の
言
わ
さ
ぬ
国
家
は
Ｎ
Ｏ
！

京
都
の
つ
ど
い
」
を
開
催
、
国
賠
同

盟
中
央
顧
問
で
も
あ
る
治
安
維
持
法

研
究
の
第
一
人
者
の
荻
野
富
士
夫
・

小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
講

演
を
受
け
ま
し
た
。 

次
に
地
元
京
都
の
主
要
団
体
か
ら

の
発
言
が
あ
り
、
井
口
府
立
大
元
学

長
・
名
誉
教
授
は
「
レ
ジ
ス
タ
ン
ト

の
京
都
」
の
出
版
で
、
京
都
の
治
安

維
持
法
に
関
わ
っ
て
の
京
都
の
掘
り

起
こ
し
と
顕
彰
、
新
婦
人
の
沢
田
会

長
は
治
安
維
持
法
と
女
性
蔑
視
ジ
ェ

ン
ダ
ー
問
題
、
京
都
総
評
の
梶
川
議

長
か
ら
は
秘
密
保
護
法
、
経
済
秘
密

保
護
法
に
関
わ
り
そ
の
危
険
性
と
労

働
現
場
の
問
題
点
の
指
摘
、
日
本
共

産
党
の
渡
辺
京
都
府
委
員
長
は
、
排

外
主
義
と
ス
パ
イ
防
止
法
と
改
憲
へ

の
危
険
性
の
指
摘
と
闘
い
、
各
団
体

の
運
動
と
現
在
の
政
治
情
勢
の
下
で

の
問
題
点
と
新
た
な
運
動
へ
の
決
意

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

講
演
会
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
配
信
さ
れ

ま
し
た
が
、
４
０
０
人
を
超
え
る
参

加
と
な
り
会
場
に
入
り
き
れ
ず
立
ち

見
や
ロ
ビ
ー
に
ま
で
あ
ふ
れ
る
超
満

員
で
、
大
成
功
を
お
さ
め
た
市
民
集

会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
多

く
の
方
々
は
参
政
党
や
維
新
の
伸
長
、

ス
パ
イ
防
止
法
や
排
外
主
義
の
拡
が

り
に
対
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
危
険
と

い
う
強
い
思
い
で
足
を
運
ば
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

今
年
ほ
ど
私
た
ち
の
運
動
が
マ
ス

コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
年
は
な
か
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っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
宇
治
・
山
宣

会
の
学
習
会
で
の
治
安
維
持
法
と
過

酷
な
拷
問
の
報
告
が
洛
南
タ
イ
ム
ス

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
４
月
２
２
日
治

安
維
持
法
が
公
布
さ
れ
た
日
に
は
、

「
治
安
維
持
法
公
布
１
０
０
年
・
性

的
拷
問
・
信
念
は
曲
げ
ず
・
民
主
社

会
・
源
の
女
性
た
ち
」
と
全
国
版
で

報
道
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
Ｍ
Ｂ
Ｓ

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
）
の
報
道
特
集
の
治

安
維
持
法
問
題
で
高
知
出
身
の
小
松

さ
ん
、
群
馬
の
山
田
寿
子
、
北
海
道

の
菱
谷
さ
ん
を
中
心
に
放
送
さ
れ
大

き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
さ
ら
に

京
都
新
聞
、
毎
日
新
聞
京
都
版
、
朝 

日
新
聞
京
都
版
、
京
都
民
報
、
赤
旗

日
刊
、
機
関
誌
「
前
衛
」、
月
刊
誌
「
女

性
の
ひ
ろ
ば
」
と
多
く
の
マ
ス
コ
ミ

等
に
報
道
さ
れ
、
各
地
、
各
団
体
の

所
で
治
安
維
持
法
に
関
す
る
学
習
会

の
講
師
要
請
が
国
賠
同
盟
京
都
府
本

部
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

高
市
自
民
・
維
新
政
権
は
民
意
切

り
捨
て
の
議
員
定
数
削
減
、
治
安
維

持
法
再
来
と
も
言
わ
れ
る
ス
パ
イ
防

止
法
の
早
期
制
定
に
突
き
進
ん
で
い

ま
す
。
医
療
介
護
、
労
働
法
制
の
改

悪
と
暮
ら
し
破
壊
の
悪
政
を
推
し
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
ま
す
ま

す
国
賠
同
盟
の
役
割
は
重
要
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
国
賠
同
盟

各
支
部
で
の
学
習
会
や
勉
強
会
の
積

極
的
な
開
催
を
企
画
し
、
同
盟
員
拡

大
の
力
に
す
る
と
と
も
に
反
動
ブ
ロ

ッ
ク
へ
の
闘
い
に
取
組
み
ま
し
ょ
う
。 

  
 

  
 

 

「
不
戦
の
集
い
」
開
催 

 
―

二
度
と
悲
惨
な
戦
争
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
ー 

 
 

  

２
０
２
５
年
「
不
戦
の
集
い
」
が 

１
２
月
６
日
（
土
）
に
ラ
ボ
ー
ル
京 

都
の
第
８
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

開
会
あ
い
さ
つ
で
、
森
川
明
代
表

世
話
人
は
、「
今
年
は
治
安
維
持
法
が

制
定
さ
れ
て
か
ら
１
０
０
年
に
な
る

が
、
こ
の
年
は
普
通
選
挙
法
も
制
定

さ
れ
て
お
り
、
選
挙
権
を
与
え
る
に

当
た
っ
て
時
の
政
府
は
労
働
者
な
ど

を
弾
圧
す
る
為
に
治
安
維
持
法
を
制

定
し
、
３
年
後
に
は
国
民
弾
圧
の
悪

法
に
な
っ
て
い
っ
た
。
戦
後
に
無
効

と
な
っ
た
が
、
今
日
再
び
「
ス
パ
イ

防
止
法
」
と
し
て
提
案
さ
れ
て
お
り

何
と
し
て
も
廃
案
に
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

記
念
講
演
は 

「
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
の
京
都
」
出
版
で

見
え
て
き
た
も
の 

「
不
戦
の
集
い
」
要
旨 

府
本
部
副
会
長 

佐
藤 

和
夫

あ 
 

は
じ
め
に 

 

２
０
２
５
年
夏
の
参
院
選
挙
後
、

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
の
制
定
問
題
と

か
、
国
家
情
報
局
創
設
問
題
な
ど
、

戦
争
前
夜
を
思
わ
せ
る
キ
ナ
臭
い
話

が
目
立
ち
ま
す
。し
か
も
、「
既
視
感
」

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
あ
の
１
５ 

年
間
つ
づ
い
た
［
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

戦
争
」
の
政
治
過
程
で
は
、
１
９
４

０
年
に
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
統
制
と
し

て
内
閣
情
報
局
が
つ
く
ら
れ
、
治
安

維
持
法
改
定
で
予
防
拘
禁
制
度
が
導 

入
さ
れ
ま
し
た
。 

も
う
一
つ
は
、朝
鮮
戦
争
前
夜
に
、

反
共
宣
伝
が
強
化
さ
れ
レ
ッ
ド
・
パ

ー
ジ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

         

敗
戦
後
、
占
領
軍
が
特
高
や
思
想
検 

事
を
治
安
政
策
の
下
請
け
に―

あ
る

思
想
検
事
吉
河
光
貞
（
ゾ
ル
ゲ
事
件

の
担
当
）
の
戦
後
の
軌
跡
か
ら 「不戦の集い」講演 佐藤和夫副会長 

 



2025 年 12 月 15 日       「不屈」618 月号 （1989 年 5 月 8 日第三種郵便認可）         付録 

3 

 

当
初
、
占
領
軍
は
軍
国
主
義
の
担

い
手
「
戦
犯
」
追
放
が
治
安
政
策
の

中
心
で
し
た
が
、
東
西
冷
戦
が
深
刻

に
な
る
と
、
労
働
攻
勢
を
抑
え
る
た

め
に
「
公
務
員
の
ス
ト
権
」
を
不
当

に
奪
う
「
政
令
２
０
１
号
」
や
「
団

体
等
規
制
令
」
を
出
さ
せ
ま
し
た
。 

こ
の
下
請
け
機
関
的
な
法
務
府
特

別
審
査
局
長
か
ら
１
９
５
２
年
の
破

防
法
成
立
と
公
安
調
査
庁
設
置
の
中 

心
的
役
割
は
た
し
た
元
思
想
検
事
出

身
の
吉
河
光
貞
（
３
代
目
の
公
安
調

査
長
官
、
１
９
６
４
年
５
月
か
ら
６

８
年
９
月
ま
で
）
が
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
彼
吉
河
は
、
マ
ッ
カ
ー
シ

ー
の
「
非
米
委
員
会
」
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

ウ
ィ
ロ
ビ
ー
要
請
で
証
人
と
し
て
、

「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
に
つ
い
て
発
言
し

ま
し
た
。
東
西
冷
戦
下
の
情
報
戦
と

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
の
必
要
性
と
情
報

共
有
を
証
言
し
ま
し
た
。 

 

「
朝
鮮
戦
争
」
前
夜
の
学
術
会
議
問 

題
と
谷
善
に
つ
い
て 

 

衆
院
文
部
委
員
会
（
１
９
５
０
・ 

２
・
１
７
）
で
共
産
党
の
谷
口
善
太 

郎
委
員
質
問
。
学
術
会
議
か
ら
政
府

の
「
科
学
技
術
行
政
協
議
会
」
へ
の 

委
員
推
薦
（
１
２
人
）
の
う
ち
一
人 

が
は
ず
さ
れ
た
。 

科
学
技
術
行
政
委
員
会
は
関
係
各 

行
政
機
関
の
官
吏
（
次
官
ク
ラ
ス
）

及
び
学
識
経
験
者
の
内
か
ら
内
閣
総

理
大
臣
が
任
命
し
、
学
識
経
験
者
の

あ
る
も
の
を
任
命
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
日
本
学
術
会
議
の
推
薦
を
尊

重
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
さ
れ
て
い

た
。 

谷
善
は
「
す
で
に
羽
仁
五
郎
君
以
下

１
２
名
の
委
員
の
推
薦
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
の
う
ち
山
田
勝
次
郎
君
と
い

う
人
だ
け
が
、
い
ま
だ
に
任
命
さ
れ

て
い
な
い
」
の
は
な
ぜ
か
質
問
し
ま

し
た
。
山
田
は
元
京
大
助
教
授
で
マ

ル
経
の
『
地
代
論
』
の
研
究
者
で
共

産
党
に
カ
ン
パ
し
た
と
し
て
治
安
維

持
法
で
検
挙
歴
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

当
時
の
学
術
会
議
は
選
挙
で
選
出 

の
特
別
職
公
務
員
が
政
府
は
、
共
産

党
系
と
み
な
し
任
命
を
忌
避
し
た
の

で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
山
田
の
任
命
を
交
換
条

件
に
、「
法
務
府
か
ら
官
房
長
が
来
て

委
員
で
な
く
て
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で

も
よ
い
か
ら
出
さ
な
い
具
合
が
悪
い

申
し
入
れ
が
あ
っ
た
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。
裏
で
動
い
た
の
は
、
占
領
軍

の
意
向
を
受
け
る
法
務
府
特
審
局
河

だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

学
術
会
議
委
員
の
発
言
を
規
制
す 

た
め
で
し
た
。 

《
次
号
に
続
く
》 

          

清
水
寺
宣
伝
に
６
人
参
加 

 

毎
月
１
０
日
の
清
水
寺
宣
伝
に
久

し
ぶ
り
に
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

          

清
水
寺
自
慢
の
紅
葉
は
盛
り
が
少

し
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
観

光
客
で
大
変
な
混
雑
で
す
。 

 

九
州
か
ら
の
修
学
旅
行
で
来
た
高

校
生
た
ち
が
、
興
味
を
持
っ
て
熱
心

に
質
問
な
ど
し
て
聞
い
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

四
季
折
々
に
素
晴
ら
し
く
、
観
光

客
に
大
人
気
の
清
水
寺
境
内
で
の
宣

伝
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
ま
す
。 

「集い」終了後 四条大宮で街頭宣伝 

清水寺宣伝 
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京
丹
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支
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副
支
部
長 
森 
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京
丹
後
市
も
初
雪
が
降
り
「
弁
当

忘
れ
て
も
傘
忘
れ
る
な
」
と
言
わ
れ

る
「
う
ら
に
し
」
の
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
第
１
回
支
部
委
員
会
を

受
け
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
が
、

昨
年
と
比
べ
る
と
各
分
野
で
遅
れ
が

目
立
ち
ま
す
。 

国
会
請
願
の
個
人
署
名
は
一
人
で

６
５
筆
を
集
め
た
牽
引
役
の
役
員
も

い
ま
す
が
全
体
的
に
弱
く
１
２
月
１

０
日
現
在
２
２
０
筆
（
昨
年
４
０
０

筆
）
で
す
。 

団
体
代
表
者
署
名
は
、
１
１
月
１
８

日
よ
り
各
団
体
に
依
頼
に
回
り
始
め

た
ば
か
り
で
ま
だ
６
団
体
（
昨
年
は

９
団
体
）
と
こ
れ
か
ら
で
す
。 

同
盟
費
に
つ
い
て
も
６
６
％
（
昨

年
８
４
％
）
の
納
入
率
で
す
。 

「
不
屈
」
丹
後
版
は
１
０
月
よ
り
発

行
を
再
開
し
ま
し
た
。 

「
新
春
の
つ
ど
い
」
を
２
０
２
６
年

１
月
２
４
日
（
土
）
丹
後
民
主
商
工

会
で
行
い
ま
す
。 

激
動
す
る
政
治
情
勢
の
も
と
会
員

の
活
動
交
流
を
行
い
、
京
都
府
知
事

選
挙
勝
利
始
め
諸
課
題
の
達
成
に
向

け
て
決
意
を
固
め
合
う
ス
タ
ー
ト
に

す
る
予
定
で
す
。 

そ
の
他 

①
「
米
軍
基
地
い
ら
ん
ち
ゃ
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
５
ｉ
ｎ
丹
後
」（
１
１
月
９

日
）
に
多
く
の
同
盟
員
が
参
加
。（
全

体
で
４
５
０
人
） 

②
加
悦
町
で
行
わ
れ
た
、「
細
井
和
喜

蔵
没
後
１
０
０
年
記
念
式
典
・
記
念

講
演
」（
１
１
月
２
２
日
）
に
は
京
丹

後
支
部
か
ら
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

多
忙
な
役
員
ば
か
り
で
す
が
各
同
盟

員
に
も
訴
え
、
遅
れ
て
い
る
諸
課
題

の
達
成
に
向
け
て
年
末
ま
で
力
量
に

応
じ
た
活
動
で
頑
張
り
新
年
を
迎
え

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

宇
治
洛
南
支
部 

支
部
長 

山
崎
恭
一 

 

宇
治
洛
南
支
部
第
１
４
期
総
会
を
開

き
ま
し
た 

府
本
部
佐
藤
和
夫
副
会
長
が
記
念

講
演 

 

１
２
月
７
日
に
宇
治
洛
南
支
部
総

会
を
開
き
ま
し
た
。 

宇
治
、
城
陽
、
京
田
辺
、
久
御
山

な
ど
か
ら
２
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
、
国
民
救
援
会
宇
治

城
陽
久
御
山
の
会
の
堀
江
幸
雄
さ
ん
、

日
本
共
産
党
洛
南
地
区
委
員
長
石
川

和
司
さ
ん
、
宇
治
山
宣
会
会
長
藪
田

秀
雄
さ
ん
（
文
書
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
か

ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

記
念
講
演
は
、
府
本
部
副
会
長
の

佐
藤
和
夫
さ
ん
に「『
レ
ジ
ス
タ
ン
ト

の
京
都
』出
版
で
見
え
て
来
た
も
の
」。

７
つ
の
話
題
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
掘

り
下
げ
た
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 総

会
議
案
は
、
準
備
中
に
起
こ
っ

た
祝
園
ミ
サ
イ
ル
反
対
の
大
集
会
や

高
市
政
権
の
誕
生
と
暴
走
な
ど
の
新

た
な
情
勢
を
反
映
さ
せ
た
追
加
議
案

を
加
え
て
提
案
。
討
論
で
は
、
関
西

電
力
で
の
思
想
差
別
の
歴
史
に
つ
い

て
、
祝
園
弾
薬
庫
の
ミ
サ
イ
ル
格
納

庫
の
建
設
場
所
が
京
田
辺
市
打
田
地

区
と
公
表
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
ス
パ
イ
防
止
法
案
や

急
ピ
ッ
チ
の
軍
拡
な
ど
、
進
行
す
る

危
険
な
動
き
と
そ
れ
に
抗
す
る
運
動

な
ど
を
反
映
し
た
も
の
で
し
た
。 

役
員
改
選
で
は
新
た
に
２
人
の
新

役
員
を
含
め
た
１
５
人
の
新
体
制
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
集
ま

っ
て
の
総
会
が
開
け
な
か
っ
た
り
、

ご
く
少
人
数
の
総
会
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
出
席
者
も
増
え
て

元
気
な
総
会
と
な
り
ま
し
た
。 

支
部
だ
よ
り 


